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職場適応支援における
ＧＡＴＢの活用と課題

近畿大学　教職教育部
准教授　
向後礼子

　

は
じ
め
に

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
就
労
支
援

に
お
い
て
個
々
人
の
職
業
適
性
を
把
握
す
る

た
め
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
職
業

適
性
に
は「
作
業
が
速
く
正
確
に
遂
行
で
き

る
か
」
だ
け
で
な
く
、「
興
味
・
関
心
が
あ
る

か
」「
意
欲
が
あ
る
か
」「
自
信
が
あ
る
か
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
含
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
こ

で
は
、
職
業
適
性
の
う
ち
、
作
業
遂
行
の
ス

キ
ル（
能
力
的
な
側
面
）
を
検
討
す
る
際
に

多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
、
厚
生
労
働
省
編
一

般
職
業
適
性
検
査（
以
下
、「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
」）

を
用
い
て
職
場
適
応
支
援
を
行
っ
た
事
例
を

通
し
て
、
支
援
の
実
際
と
利
用
の
際
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

事
例
か
ら

通
常
の
教
育
歴
が
あ
り
、
卒
業
後〝
一
般

扱
い
〟
の
就
職
を
し
た
２
事
例
。
両
事
例
と

も
職
場
適
応
支
援
の
た
め
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
利

用
し
た
事
例
で
あ
る
。

な
お
、
事
例
Ａ
は
、
離
転
職
の
経
験
を
経

て
、
障
害
者
雇
用
に
よ
る
職
場
適
応
を
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
事
例
Ｂ
で
は〝
一

般
扱
い
”
の
就
労
に
お
い
て
配
置
転
換
に
よ

る
雇
用
継
続
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

  

高
校
卒
業
後
、
学
校
紹
介
に
よ
り
検
品

の
仕
事
に
就
く
。
作
業
遂
行
が
難
し
く
、

離
職
。
そ
の
後
、
職
業
安
定
所
の
紹
介
で

製
造
に
関
わ
る
仕
事
等
に
就
く
が
、
数
ヵ

月
で
離
職
。
学
校
在
学
中
に
学
習
障
害
の

診
断
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
職
業
相
談
を

開
始
。
学
校
時
代
に
も
体
育
や
図
画
・
工

作
な
ど
の
課
題
で
、
う
ま
く
い
か
な
い
と

い
う
思
い
は
抱
え
て
い
た
が
、
職
業
選
択

に
お
い
て
は
、
学
習
障
害
の
診
断
が
あ
る

こ
と
も
、
特
性
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

カウンセリング
事例３

ＧＡＴＢ×社会人—学習障害を診断された事例から—

（注）実際の評価票では 40 以下は表記されない。

図１　事例Ａ / 事例Ｂのプロフィール

事
例
Ａ
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と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
に
よ
る

評
価
は
、
主
に「
作
業
遂
行
の
ス
キ
ル
」「
速

度
と
精
度
」に
関
す
る
部
分
の
評
価
で
あ
り
、

職
場
適
応
支
援
の
観
点
か
ら
は
、
図
２
に
示

す
、
よ
り
多
面
的
な
就
労
準
備
性
を
め
ぐ
る

課
題
＊
に
つ
い
て
、
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

【
引
用
文
献
】

＊
向
後
礼
子「
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
を
め
ぐ
る

課
題
へ
の
取
り
組
み
―
学
校
時
代
の
課
題
と
の
関

連
を
考
え
る
―
」『
発
達
』
１
２
９
号
、
26
〜
32
頁
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
２

配
置
可
能
な
業
務
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
業

務
再
設
計
が
困
難
な
場
合
に
は
、
離
転
職
も

視
野
に
入
れ
た
支
援
が
必
要
と
な
る
。

※
両
事
例
と
も
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
本
質
を

損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
を
加
え
た
。

職
場
適
応
支
援
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

―
就
労
準
備
性
を
め
ぐ
っ
て
―

今
回
の
２
事
例
に
関
し
て
、
特
に
事
例
Ａ

に
関
し
て
は
、
相
談
の
中
で
作
業
遂
行
上
の

課
題
だ
け
で
な
く「
基
本
的
労
働
習
慣
」「
対

人
ス
キ
ル
」
な
ど
の
点
で
も
課
題
が
あ
る
こ

大
学
卒
業
後
、
不
器
用
さ
は
認
識
し
て

い
た
も
の
の
〝
や
り
た
い
こ
と
”
を
重
視

し
て
希
望
の
仕
事
に
就
く
。
し
か
し
、
手

指
を
使
う
作
業
が
多
く
、
作
業
遂
行
の
精

度
・
速
度
共
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
徐
々
に
対
人
関
係
面
で
も
う
ま
く
い

か
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

た
だ
し
、
巧
緻
性
を
要
求
さ
れ
な
い
仕
事

で
あ
れ
ば
、〝
で
き
る
”
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
配
置
転
換
の
可
能
性
が

検
討
さ
れ
た
。

な
お
、
自
ら
の
特
性
に
つ
い
て
学
習
障

害
を
疑
い
、
卒
業
後
に
診
断
を
得
て
い
た
。

両
事
例
共
に
、
学
校
在
学
中
か
ら
不
器
用

さ
に
関
す
る
自
覚
は
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
職
業
選
択
に
お
い
て
、
不
器
用

さ
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
学
習
障
害
の
特

性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

特
に
事
例
Ａ
で
は
、
学
校
紹
介
で
あ
っ
た

が
、
困
難
の
現
れ
方
に
つ
い
て
の
検
討
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。確
か
に
、在

学
中
の
活
動
に
お
い
て
不
器
用
さ
は
数
値
化

さ
れ
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
他
者
と
の
比
較

が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。加
え
て
、Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｂ
の
結
果
か
ら
は
、
作
業
指
示
の
理
解
に
も

支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

ま
た
、
事
例
Ｂ
に
お
い
て
遂
行
可
能
な
業

務
へ
の
配
置
転
換
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、

図２　就労準備性をめぐる課題

事
例
Ｂ

（「
職
業
研
究
」２
０
１
２
夏
季
号
よ
り
）

●検査用紙 ……………………………… 300円
●判定料
　［ベーシックコース（１名分）］
　　　　PDF …………………………… 360円
　　　　プリント ………………………… 380円
　［プラスコース（１名分）］
　　　　PDF …………………………… 400円
　　　　プリント ………………………… 420円
●手　引 …………………………………1,210円
●Ｑ＆Ａ集 ………………………………… 880円
●検査実施用指示音声ファイル … ダウンロード無料
 　　（税込）

●電話 03-5651-7071●FAX 03-5651-7077
●ホームページ https://www.koyoerc.or.jp/


